
Title 交換留学のための英語学習支援 : Project HELP ! と
タンデム学習プロジェクトの比較から

Author(s) 林, 貴哉; 中野, 遼子; 垣塚, 保子

Citation 多文化社会と留学生交流 : 大阪大学国際教育交流セ
ンター研究論集. 2024, 28, p. 65-72

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/94691

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



― 65―

『大阪大学国際教育交流センター研究論集　多文化社会と留学生交流』第28号（2024）

交換留学のための英語学習支援
―Project HELP! とタンデム学習プロジェクトの比較から―

林　貴哉＊・中野　遼子†・垣塚　保子‡

要　旨
　大阪大学国際教育交流センターでは、海外留学実現のために必要な英語力の獲得を支援する
ために、2015年度から英語メンタリング学習プログラム「Project HELP !」を実施してきた。本
稿では、HELP! と同様、得意な言語が異なる学生同士がペアとなって言語学習を行うプログラ
ムとして、2012年度から大阪大学文学研究科・文学部で実施されてきた「タンデム学習プロジ
ェクト」を比較対象としながら、HELP! におけるコーディネーターの役割を検討した。

【キーワード】交換留学、IELTS、英語学習、正課外活動

＊	 武庫川女子大学文学部講師
†	 東北大学大学院歯学研究科特任講師
‡	 元大阪大学国際教育交流センター事務補佐員 Project HELP !  担当

1　はじめに

　大阪大学から海外の大学への交換留学は「本学正
規課程の学生が、学生交流協定（覚書）を締結してい
る海外の大学（以下「協定校」）に、概ね1年以内の
1学期又は複数学期の間、本学に在籍したまま、協
定校において科目履修又は研究指導等の教育の機会
を得ること」と定義されており、留学先での勉学・研
究に英語を使用する場合、協定校が定める語学能力
基準に加え、TOEFL iBT（Test of English as a Foreign 
Language, Internet-Based Testing）で79、または、IELTS 
（International English Language Testing System）のア
カデミック・モジュールで6.0という大阪大学の語
学能力基準を満たすことが求められている（大阪大
学，2023，p.3）。
　大阪大学国際教育交流センターでは、海外留学実
現のために必要な英語力（IELTS6.0）の獲得を支援
するために、ブリティッシュ・カウンシル日本（以
下、BC）と日本英語検定協会（以下、英検協会）の協
力のもと、2015年度から英語メンタリング学習プログ
ラム「Project HELP !」（Harmonized English Language 

Program, 以下、HELP !）を実施してきた。HELP ! で
は海外留学に向けて英語能力を向上させたい「メン
ティー」（大阪大学の学生）と、その英語学習をサポ
ートする意思のある「メンター」（主に大阪大学への
留学生）をマッチングし、3か月の期間内に8回（1
回につき90分）の「メンタリング」（英語学習）を
英語で行う。
　HELP ! のシステム構築の経緯や、具体的な運営ス
ケジュールについては歳岡（2016）や中野・近藤
（2019）に詳しいが、本稿では、大阪大学国際教育交
流センター短期プログラム開発研究チームの教授、
准教授、特任助教、事務スタッフによって担われて
きたHELP ! のコーディネートの方法について報告を
行う。以下、この4名をコーディネーター1）と呼び、
HELP ! のコーディネートについて論じる手がかりと
して、HELP ! と同様、得意な言語が異なる学生同士
がペアとなって言語学習を行う対面式タンデム学習
を比較対象とする。
　タンデム学習とは、異なる母語を話す 2人の学習
者がペアになり、互いの言語と文化を学び合う学習
形態のことであり、後述するように、互恵性と学習
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者オートノミーという 2つの原則に基づいて実施さ
れる（Little & Brammerts, 1996）。タンデム学習には
実際に会って実施される「対面式タンデム学習」と、
Eメールやチャット、インターネット通話などを利
用して遠隔で実施される「Eタンデム」があり、日
本の大学では正課内・外活動として多様に実施され
ている（小林，2016；脇坂・林・北川・ヴォランス
キ・原田・蔡，2020）。
　大阪大学では2012年 4月に文学研究科・文学部に
おいて対面式タンデム学習プロジェクトが開始され、
現在は「大阪大学人文学研究科・文学部タンデム学
習プロジェクト」（以下、タンデム）として継続され
ている。人文学研究科・文学部の基盤日本語学講座
と国際連携室の教員が担当教員となり、基盤日本語
学講座の大学院生、学部生、修了生がリサーチアシ
スタントやアルバイトとしてコーディネーターを務
めてきた。
　本稿では、タンデムのコーディネートに関する先
行事例や、タンデムへの参加経験を有する第一筆者、
第二筆者の経験を参照しながら、HELP ! のコーディ
ネートについて検討を行う。

2　HELP! とタンデムの実施の概要

2-1　HELP! の実施の流れ
　本稿での議論を進める上での背景として、各プロ
ジェクトの実施の概要をまとめておきたい。相互に
言語学習を行うタンデムと比較すると、HELP ! では、
英語学習を行うメンティーと、かれらのサポートを
行うメンターの役割が異なるため、コーディネータ
ーもそれぞれに異なる働きかけを行っている点が特
徴的である（表 1では2022年度のスケジュールを示
している）。
　メンティーの応募資格には、海外留学を目指して
自主的に英語学習を行う意志があること、HELP ! の
参加後に IELTSを受験することなどが求められてい
る。このような参加条件を周知するための機会とし
て、「メンティー募集説明会」が設けられている。メ
ンタリング開始後はメンタリング毎に、オンライン
の学習支援システム「MEnTOR System」上のカルテ
に学習進捗に関する報告を英語で 3文以上書くこと
になっている。メンタリング 8回を完了後は、メン
ター評価や IELTSの受験が求められる。
　メンターにとってHELP ! は、英語教育の経験を得

ることができたことを示すものとなる。プログラム
開始時のオリエンテーションにおいて、BCによる
IELTSの教授法に関する研修を用意している。8 回
のメンタリングでは、メンティーの英語学習の支援
に加えて、メンターが記入したカルテにコメントを
記入することが求められる。これらの課題を達成し
たメンターには修了証が授与される。
　参加者同士の親睦を深める機会として、各年度の
状況に応じて、学期途中に交流会、HELP !  Café、ワ
ークショップなどが開催されてきた。

表 1　HELP! の実施スケジュール

日程 内容
3月中旬/
9 月中旬

メンター募集開始
メンティー募集説明会

4月上旬/
10月上旬 メンティーの募集開始

4月中旬/
10月中旬

メンター・メンティーの募集締切
→マッチング作業・結果通知

4月下旬/
10月下旬 オリエンテーション（全員参加）

5月/11月

メンタリング開始
（3か月以内に90分を 8回実施）
・�メンティーはカルテに英語で学習記録を
記入

・�メンターはメンティーのカルテにコメン
トを記入

中間アンケート実施
6月/12月 ワークショップ
7月/1 月 メンタリング終了

8月/2 月

メンター審議・認定証発行
終了後アンケート実施
メンティーは Project開始から 6か月以内に
IELTS受験

2-2　タンデムの実施の流れ
　大阪大学におけるタンデム開始のきっかけには、
短期留学生の増大によるチューター経費の増大とい
う財政面の問題解決と、日本人学生と留学生の交流
の促進という2つの理由があった（青木・脇坂・欧，
2013）。コーディネートを行っているのは人文学研究
科・文学部であるが、タンデムの対象は学生・教職
員を含む大阪大学の構成員に開かれている。人文学
研究科・文学部の日本人学生の外国語学習のニーズ
と留学生の日本語学習のニーズが一致しなかったと
しても、他研究科・学部の学生等とのマッチングに
よりペアを組むことが可能になる。
　タンデムでは参加者が互いに言語学習者となり、
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互いに双方の学習の支援者となるため、表 2で示し
た通り、すべての参加者が同一のプログラムに参加
する。また、HELP ! のオリエンテーションはすべて
の参加者に対して同時に実施されるが、タンデムの
ガイダンスはコーディネーターとペアの 3名で個別
に実施される。語学試験の受験などは義務付けられ
ておらず、目標は個別に設定する。
　第一筆者（林）は、2013年度後期よりタンデムに
参加し、中国語とベトナム語を2学期ずつ学習した。
参加者としてだけではなく、2014年度から2020年度
までは、サポートスタッフやリサーチアシスタント
としてタンデムの運営にも携わっていた。また、第
二筆者（中野）は2020年度前期と後期にタンデムに
参加し、英語とドイツ語を学習した経験を有する。
それぞれがタンデム学習の経験をHELP ! のコーディ
ネートにどのように活かし得ると考え、どのような
実践を企画・実施したのかについても後述する。

表 2　タンデムの実施スケジュール

日程 内容
4月上旬/10月上旬 参加者募集開始

4月下旬/10月下旬 参加者募集締切
→ペアリング作業・結果通知

4月末/10月末～

タンデム学習ガイダンス
（ペアごとに日程調整）
タンデム学習開始
（頻度・回数は自由）

6月中旬/12月上旬 タンデム学習プロジェクト・パーティ
タンデム学習ワークショップ実施

7月末/1 月末
プログラム終了
（ペアごとに自主的に継続する場
合もある）

7月中旬/2 月中旬
～8月中旬/3月中旬 参加者アンケート実施

3　タンデムにおけるコーディネーターの役割

3-1　学習者オートノミーと互恵性
　HELP ! のコーディネートを検討する前にタンデム
のコーディネートについての先行研究を整理する。
タンデムをコーディネートする上で重要なのは、学
習者オートノミーと互恵性という 2つの原則を参加
者に伝えることである。
　学習者オートノミーとは「自分の学習に関する意
思決定を自分で行うための能力」であり、「学習の目
的、目標、内容、順序、リソースとその利用法、ペ

ース、場所、評価方法を選べる」といったことが含
まれる（青木・中田，2011，p.2）。一方、互恵性に
ついて脇坂（2012）は、タンデム学習における互恵
性を「パートナーが互いにそれぞれの学習目標を達
成し、言語学習の成果を上げるために助け合う関係」
と定義し、タンデム学習では教えるという意識より
も、「互いに言語を学ぶという意識を持って活動が行
われる」と指摘している（p.77）。これらの原則を踏
まえると、タンデムに参加する際には「何をどのよ
うに学習するか、パートナーにどのように助けてほ
しいかを自分で決めることを求められる」（青木・脇
坂・欧，2013，p.1）。
　タンデムで行うのは自分の母語（得意な言語）を
パートナーに「教える」ことではなく、自分がパー
トナーの得意な言語をどのように「学ぶ」か、それ
をどのように「助けて」もらうのかを考えて実行す
ることである。一方、パートナーが自分の言語を学
ぶ時間には相手の希望を聞いて、その通りに手助け
することが重要となる。この原則が守られず、双方
が「教える」側の役割を担おうとしてしまう場合が
ある。そうなると、相手に自分の言語を教えたい「教
師」が 2人いるのにも関わらず、それを積極的に学
ぶ「学習者」がいないという状況になり、学習の継
続が難しくなる。このような状況にならないように、
コーディネーターから参加者に働きかけを行う必要
がある。

3-2　コーディネーターからの働きかけの方法
　脇坂（2016）にはタンデムにおけるコーディネー
ターの役割に関する記述がある。脇坂はタンデムの
特徴として、「タンデム学習では一対一で学習を進め
るため、コーディネーターが参加者の学習に直接関
与することはできない」、「パートナー同士が良い関
係を築くことがより効果的な学習につながるため、
コーディネーターが安易に二人の間に入るのは好ま
しくない」という2点を指摘している（脇坂，2016，
p.95）。脇坂はこれらの特徴を踏まえ、コーディネー
ターの役割は「それぞれの学習者にとって適切な学
習環境をペアの 2人で作っていけるように、基礎と
なる環境を整える」ことだと指摘し（脇坂，2016，
p.95）、具体的に実践していることとして、以下の4
点を示している。

①適切なガイドラインを作ること
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②学習者が必要なリソースへアクセスできるよう
にすること
③学習について振り返る機会を提供すること
④各ペアの良好な関係構築をサポートすること
� （脇坂，2016，p.95）

　脇坂（2016）の示す①〜④に関して、タンデムで
は、①ガイダンスでのガイドライン2）の配布、②ガ
イダンスで学習計画や第 1回のセッションでの具体
的な学習内容について決める手助け、③振り返りの
推奨、ワークショップの実施、④パーティーの実施
が行われている。
　コーディネーターの介入の程度について、タンデ
ム学習の運営に関する FAQを示した青木（2016）に
おいても指摘がある。「教師は参加者がタンデム学習
で何をしているかモニターすべきか？」という問い
に対して、それを嫌がる学習者は少なくないことを
踏まえ、学習場面を直接モニターするのではなく、
満足度や進捗の度合いの自己評価をモニターするこ
とや、定期的にアドバイジングのセッションを設定
することなどを提案している（p.103）。

3-3　タンデムにおける言語学習アドバイジング
　ここでは、タンデムの取り組みを言語学習アドバ
イジングという観点から整理しておきたい。言語学
習アドバイジングとは、アドバイザーと言語学習者
の対話を通じて、学習者の振り返りを促し、自分の
言語学習に責任を持てるようにサポートしていくプ
ロセスを指す（加藤・マイナード，2022，p.3）。
　タンデムのガイダンスで使用されるガイドライン
には、ペアそれぞれの学習時間が平等になるように、
学習活動の時間配分の具体例が示されている。次に
「タンデム学習から最大限の効果を得るために大切な
こと」として、「学習者の自律性」、「互恵性」、「予習
と復習」、「計画と記録と振り返り」、「二人にとって
無理なく実行できる予定を立てる」といった項目が
示されている。コーディネーターはこのガイドライ
ンを使用することで、学習オートノミーと互恵性と
いう 2つの原則に言及することになる。その後、ワ
ークシートを配布し、タンデム学習で達成したい目
標、学習頻度・場所、第 1回の学習内容、第 1回ま
でに準備すべきもの／こと等をガイドラインの記述
やコーディネーターからの問いかけを参考にしなが
ら参加者が決めていく。

　青木（2016）は、「タンデム学習でするタスクを教
師が決めた方がいいか？」という問いに対して、タ
ンデムのガイドラインでは学習者オートノミーを発
揮する余地を残すために具体的な活動を指定するの
ではなく、ガイドラインに学習活動の例を挙げるこ
とで、参加者の学習活動のレパートリーを広げるヒ
ントを示していると述べている。また、青木がアド
バイジングを行う際は「『こういうこともできるかも
しれない』というような強制力を伴わない表現」を
使用しているという（青木，2016，p.103）。
　学期の中間で実施されるワークショップでは、自
分の目標言語のセッションでの学習内容、パートナ
ーのセッションでのパートナーの助け方、タンデム
でやって良かったこと、タンデム学習で困っている
こと等を参加者が話し合う。参加者が互いに自分の
経験や意見を話すことで、各々が直面した困難やそ
の解決法共有する機会となる。また、コーディネー
ターが困難の解決のための具体案を示す場合もある。
タンデムのホームページには過去のワークショップ
の記録が掲載されており、ワークショップ当日に参加
できなかった学習者も参照できるようになっている。
　さらに、タンデムで実施するパーティーは、言語
学習アドバイジングを行う場ではないが、学習者同
士がタンデム学習や留学の経験等を共有する機会と
なっている。
　ここまで述べてきた通り、タンデムでは学習者オ
ートノミーと互恵性という 2つの原則に基づいて学
習者が自律的な学習を継続していくことが重要とな
る。そのサポートを行うために、コーディネーター
はガイダンスやワークショップの機会において、参
加者と対話を行い、言語学習アドバイジングを実施
してきた。

4　HELP! におけるコーディネーターの役割

4-1　HELP! でのコーディネーターからの働きかけ
　ここからHELP ! での取り組みをまとめていく。コ
ーディネーターから参加者への働きかけを行う機会
として、まずはオリエンテーションについて述べて
おきたい。オリエンテーションはメンター、メンテ
ィーとも同日に実施されるが、開始時間が異なる。
メンターは午前中から集合し、ガイダンスを受けた
後、BCによる IELTSの教え方に関する講座や、英
検協会による日本の学校教育における英語教育と英
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語学習者の実態に関する講座を受ける。
　メンティーは午後から参加し、HELP ! や IELTSテ
ストについての概略、ウェブサイトMEnTOR system

の使い方、第 1回目のメンタリング課題や毎回のメ
ンタリング（カルテ、IELTSスコア報告、注意点な
ど）、よくある質問（メンタリング英語学習方法、交
流会）についての説明を受ける（オリエンテーショ
ンの内容は部分的には後述のメンティー募集説明会
の内容と重複する）。このセッションは日本語で実施
されるが、それ以外のメンターが参加する場面では
英語でオリエンテーションが実施される。
　メンターとメンティーがそれぞれのガイダンスを
受けた後、メンターとメンティーの合同セッション
が実施され、メンターとメンティーのペアが顔合わ
せをする時間となる。8 回の学習計画を立てたり、
連絡先の交換を行ったりした上で、メンティーはス
ケジュールシートの提出や第 1回のメンタリングに
向けたタスクに関する説明を受ける。このように 1
日がかりのオリエンテーションが終了すると、HELP !
のメンタリングが開始される。

表 3　HELP! の参加者・修了者数

時間 メンティー
応募者数

メンター
応募者数 ペア数 修了証の

発行数 修了率

第 1期 32 14 11 9 81.8
第 2 期 22 8 7 6 85.7
第 3 期 41 24 22 15 68.2
第 4 期 47 37 33 25 75.8
第 5 期 45 16 30 27 90.0
第 6 期 42 24 37 31 83.8
第 7 期 38 36 35 27 77.1
第 8 期 31 26 31 27 87.1
第 9 期 39 29 27 27 100.0
第10期 45 26 34 34 100.0
第11期 48 17 23 21 91.3
第12期 25 12 14 13 92.9
第13期 50 23 26 24 92.3
第14期 18 14 15 15 100.0
第15期 21 11 11 11 100.0
第16期 35 19 20 18 90.0

　青木（2016）では、タンデムのコーディネーター
による学習のモニターについて言及されていたが、
HELP ! ではMEnTOR systemに提出されるメンティ
ーによるカルテ（学習記録）とメンターのコメント
によって進捗状況を把握する。さらに、コーディネ

ーターは、メンタリングの途中経過を把握するため
に中間アンケートを実施している。学期末に 8回分
のカルテや完了後アンケートの回答がない場合は、
コーディネーターから参加者に連絡を行う。修了要
件である 8回以上のメンタリングを実施していたの
にも関わらず、メンティーがカルテを記入していな
い場合は、メンターに対して修了証を発行すること
ができなくなってしまうため、コーディネーター（事
務スタッフや特任助教）からメンティーに繰り返し
提出の催促を行う。2015年度から2022年度までの修
了率は表 3の通りであり、概ね高い水準で維持して
きたと言える。特に第11期以降は新型コロナウイル
ス感染症の流行期にあたり、オンラインでの実施を
余儀なくされた時期もあったが、修了率は上昇して
いる。

4-2　HELP! のコーディネーターが加えた変更点
　HELP ! のコーディネートの成功を確認する手段と
して、中間・期末のアンケートを実施してきた。1
つの学期が終わるとコーディネーターが集う反省会
を行い、アンケートの結果も踏まえた今後の改善点
を検討してきた。
　本節ではコーディネーターのうち、第三筆者（垣
塚）の在任期間（2018年度〜2022年度）に焦点を当
て、HELP ! のコーディネートについて特筆すべき点
を述べていく。中野・近藤（2019）では、中間・期
末アンケートを踏まえて2018年度に行った改善点と
して以下の 7つを挙げている。

①募集締め切り前にHELP ! 説明会を 2回実施
②メンティー応募用紙に、「日本語ができるメンタ
ー希望」という欄を追加。ただし、希望に添え
ない場合、マッチングの可能性が低くなるとい
う説明文も記載。
③メンターの応募用紙にのみ趣味記載欄を追加
④メンティーの提出書類である事前課題のエッセ
イに趣味も含めた自己紹介文を書く課題を追加
⑤ BCに、タブレット端末で使えるアプリやサイ
トを提供して頂きたいと依頼
⑥オリエンテーション時に配布する紙媒体の資料
を PDF化し、クラウド上で共有

⑦自由参加のランチ交流会を実施
� （中野・近藤，2019，p.40）
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　以下では、これらの変更点について詳細を述べて
いく。
　①はHELP ! の制度への理解の促進のために行われ
ている。メンティー募集説明会「HELP !  ミニ説明会」
で は、「HELP ! に つ い て 」、「MEnTOR System」、
「IELTSとは」、「メンターとは」、「メンティーとは」、
「メンティーの選考基準」、「メンティー応募の注意
点」、「メンティーのやるべきこと」、「メンタリング
とは」、「メンタリングの目的と内容」、「メンタリン
グ90分の計画例」、「メンター・メンティーの役割」、
「過去のメンティーからのアドバイス」、「HELP ! の
応募方法」といった項目を簡潔に説明した後、Q&A

セッションを設けている。HELP ! は国際交流のため
だけでなく、IELTSの点数を上げるために実施して
いるということや、メンターが必ずしも英語のネイ
ティブスピーカーではないことを事前に十分に説明
することで、ミスマッチを防ぐようにしている。
　円滑なマッチングを行うために、②のように応募
用紙にも変更を加えている。③、④はオリエンテー
ションにおいて初対面となるペアの交流を促進する
ための変更である。このような変更の背景には、メ
ンターはメンティーの書いたエッセイを読むことが
できるため、オリエンテーションの際の最初の会話
の手がかりがあるが、メンティーは会話を始めるた
めの手がかりがないため、趣味を書いてもらう欄を
設けた方がよいというメンティーとして参加した学
生からの意見があった。
　⑤で学習リソースに言及されているように、メン
ティーが学習内容を準備することの大切さについて
は、アンケートにおいてメンターから声があった。
これを踏まえて、メンティー募集説明会やオリエン
テーションでメンティーが主体であると伝えるよう
になった。メンティー向けのオリエンテーションで
は、学習リソースの紹介をすることで準備が重要で
あることを強調している。MEnTOR Systemでは過去
の参加者が作成した学習リソースも共有されており、
参加者が利用できるようになっている。
　対面でオリエンテーションを実施していた際には
ほとんどの学生がHELP ! が貸与する IELTSの学習の
ための教科書を借りていた。新型コロナウイルス感
染症の拡大の影響によりオンラインでオリエンテー
ションを実施していた期間は、教材の貸し出しの案
内をしたとしてもメンティーではなくメンターが借
りに来ることが多かった。

　⑥で示されているのはHELP ! の参加者とコーディ
ネーターのコミュニケーションツールの整備につい
てである。MEnTOR Systemの使い方についての説明
の方法にも変化が生じており、かつてはメンティー
を集めて、メンターシステムの使い方を練習する機
会を設けていたが、事前に録画した映像を用意し、
配信するようになった。
　⑦で示されるペア以外の参加者との交流の機会に
ついては、毎学期、多くの希望が寄せられる。交流
会を実施しているが、授業を受けているキャンパス
や都合がつく時間帯が異なるため、参加できない学
生も多い。次節では2022年度に実施したワークショ
ップについて紹介する。

4-3　HELP! における学習者オートノミーと互恵性
　タンデムでは学習者オートノミーと互恵性という
2つの原則に則った働きかけが行われている。参加
者は自分で自分の学習内容や方法、それを助けても
らう方法を決めることで学習者オートノミーを発揮
し、双方が同じように協力し合うことによって互恵
性が保たれる。
　第一筆者（林）と第二筆者（中野）は特にタンデ
ムでのワークショップの取り組みをHELP ! で応用で
きると考えた。しかし、HELP ! では英語を学ぶメン
ティー側とそれをサポートするメンター側の関係が
固定的であるため、互恵性に関してはタンデムとは
別の形態を模索する必要がある。一方、学習者オー
トノミーを育むための働きかけはHELP ! でも応用可
能であると考え、2022年度のHELP ! では学習者オー
トノミーの原則に則ったワークショップを企画・実
施した。前期での結果を踏まえて後期での実施形態
を変更したため、それぞれの内容を示す。
　前期はメンティーとメンターの役割が異なること
を踏まえ、メンティー向けのワークショップとメン
ター向けのワークショップを 1回ずつ開催した。大
阪大学の 3つのキャンパスや自宅など、どこからで
も参加できるようにオンラインで開催した。タンデ
ムで実施されているワークショップを参考にして、
参加者への質問項目を用意しておいたが、メンティ
ー向けのワークショップは、参加者が 1名であった
ため、その学生から留学準備に関する相談を受ける
時間となった。
　メンターを対象としたワークショップの参加者は
3人であり、「あなたのメンターはどのようなスキル
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を伸ばすために学習をしていますか」、「あなたはメ
ンティーをどのようにサポートしていますか」、「メ
ンタリングで困っていることはありますか」といっ
た問いに関して一人ずつ話してもらい、経験を共有
する時間とした。
　前期はメンター、メンティーともワークショップ
の参加人数が少なかったこと、アンケートでは交流
がしたいという声が多かったことを踏まえ、後期は
メンティーとメンターの相互の交流ができる形式で
のメンター、メンティー合同の対面でのワークショ
ップを企画した。
　後期のワークショップの当日の参加者はメンティ
ー5名、メンター1名であり、事前登録者数よりも
少なかったため、グループワークの予定を一部変更
して実施した。アイスブレーキングの活動として、
メンティーの希望留学先や、メンターの出身大学や
留学生活の目標など、交換留学に向けた意識を高め
ることを意図した質問を示し、一人ずつ回答しても
らった。その後、メンタリングに関して、学習方法
や困難な点、それぞれのアイデアを共有する機会と
した。
　HELP ! では英語学習を行うメンティーとそのサポ
ートを行うメンターが固定的な関係にあるため、そ
の関係を越えた互恵的な関係を築くことが重要とな
る。しかし、前期のメンター向けのワークショップ
では、限られた期間でメンティーの英語力を向上さ
せようと、教え方や使用教材についてメンターが試
行錯誤しており、非常に苦労していることがわかる
語りもあった。
　アンケートにおいて「英語での会話力だけではな
く、回答内容を広げるような指導をしてくれた」、
「様々な英語表現をパワーポイントを使用して説明し
てくれた」等と書いていたメンティーがいたことか
ら、他にも多くのメンターがメンティーのために努
力し、メンティーの成長を楽しみにしている様子が
うかがえる。しかし、メンティー側が努力をしなけ
れば IELTSの点数を上げることは難しいという問題
点がある。また、メンティーとメンターがどのよう
な関係を築いているかによって、メンターの努力は
メンターの負担感につながる場合もある。
　中田（2015）は日本の英語教育において学習者オ
ートノミーが必要とされる理由の一つとして生涯学
習という視点を挙げている。受験のための学習は学
習者が定める目標への通過点に過ぎず、「やりたいこ

とを実現するために、仲間と意見交換したり切磋琢
磨したりして、試行錯誤を繰り返す」ことのできる
学習者を育てることが重要であると指摘している（中
田，2015，p.9）。中田の記述は中学校・高等学校で
の英語教育に焦点を当てたものであるが、これを交
換留学のための英語学習に置き換えれば、IELTSの
受験は留学への通過点に過ぎず、留学後も引き続き、
他者の助けを得ながら学び続けることが求められる
と言えるだろう。
　同じことは現在進行形で留学をしているメンター
にも言える。メンターにとってメンティーは助けを
得ることのできる他者となり得る。しかし、メンタ
ーにとって日本での留学の期間が貴重な時間である
ように、留学開始までの手続きに時間を要する交換
留学希望者のメンティーにとっても留学準備に残さ
れた時間は限られている。このように相互に時間に
追われる中で、互いのサポートのために時間を割い
てもよいと思える関係を築けていることがHELP ! を
充実したものにするためには必要であると考えられ
る。期末アンケートにはメンティー、メンター問わ
ず「よい友達になれた」という回答があった。最低
限の 8回を超えてメンタリングを継続したペアもあ
った。将来の留学生活においてどのような存在が身
近にいると良いのかをメンターが想像し、メンティ
ーに寄り添うことができるように促していくことが、
HELP ! における互恵関係を築くためには重要であろ
う。

5　おわりに

　HELP ! の主な目的は、大阪大学から海外の大学へ
の交換留学生を増加させるために IELTSの点数を向
上させることである。しかし、英語の習得だけがゴ
ールではなく、その先にある留学を見据えて、留学
希望者と留学生が協働で学び合える機会となるよう、
コーディネーター間で議論を重ねてきた。
　今後、HELP ! と同様の英語学習支援プログラムを
他大学でも実施していく際には英語を母語（得意な
言語）とする学生を集めることが重要な課題となる。
大阪大学国際教育交流センター短期プログラム開発
研究チームでは、英語で学ぶことができる短期留学
プログラムとして、国際教養・専門複合型プログラ
ム（OUSSEP）のコーディネートを行っており、メ
ンターとなるための英語能力の基準を満たす留学生
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が半年ないし 1年間というスパンで常に在籍してい
るという環境にある。一方、英語を話す留学生が少
ない環境下でプログラムを実施する場合は、Eタン
デムのように、国内外の大学との連携を通して、オ
ンラインでの実施を行うという方法もある。海外と
の連携の場合、双方とも留学前の学生がペアになる
こともあるだろう。
　それぞれの大学が置かれた文脈に合わせてルール
の策定や学生のマッチングを行い、参加する学生が
交流を深め、充実した留学生活を実現できるように
プログラムをコーディネートすることが重要である。
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注
1）	 HELP ! のコーディネーターは近藤佐知彦教授、お
よび宮原啓造准教授（2017年度まで）、北山夕華准
教授（2018年度から2019年度まで）、石倉佑季子准
教授（2020年度から）、歳岡冴香特任助教（2016年
度まで）、中野遼子特任助教（2017年度から2021年
度まで）、林貴哉特任助教（2022年度）、井奥智大特
任助教（2023年度から）、遠藤美紀特任事務職員
（2017年度まで）、垣塚保子事務補佐員（2018年度か
ら2022年度まで）、藤田睦事務補佐員（2023年度か
ら）、松澤早苗派遣職員（2023年度から）が担って
きた（肩書きはいずれも当時のもの）。
2）	 タンデムのガイドラインと同一の内容はホームペ
ージ（大阪大学大学院人文学研究科，n.d.）に掲載さ
れている。また、WEB上でアクセスできるタンデム
のガイドラインには脇坂（2015）がある。
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